
三
書
問
答
記
録
同
異
大
略
如
是
、
然
る
に
、
静
師
問
答

記
に
臼
〈
『
共
J

夜
（
十
五
日
）
相
模
守
殿
語
ヨ
樟
曾
捕
蹄
門

一
白
タ
道
日
不
レ
堪
〉
艶
揚
一
一
亦
堕
負

t
実
猶
？
募
弓
皐
匠
↓
重
ァ

逐
詰
問
答
イ
誰
ν
ヵ
堪
五
つ
器
一
時
品
有
3

衆
議
－
遺
一
J

使
ラ
葛
西
谷

長老一一
k
m
w
即
チ
命
久
奥
ニ
法
華
宗
一
可
詰
剖
諭
↓
之
旨
7

長

老

齢

届
E

A

u

q

T

F

退
シ
乃
チ
指
一
づ
俳
人
↓
日
夕
訴
口
智
通
坊
最
モ
可
ν
然
ザ
失
困
テ
岡
F

十
六
日
ロ
棒
曾
爾
奉
ω
命
予
期
吋
一
往
コ
名
越
式
識
ヵ
谷
智
通
坊
舟
所

一一彼
J

借
ノ
日
夕
久
F

巳
ュ
藤
準
セ
リ
臨
時
抗
可
抗
依
命
難
山
駅
経
コ
数
十

日
↓
盈
一
致
稽
古
シ
而
後
－
－
臆
山
塞
ス
』
一
百
々
而
し
て
記
録
者
を
定

め
、
其
の
記
録
を
叡
岳
三
井
に
迭
・
9
、
勝
負
決
せ
す
ん
ば

夏
仁
、
唐
土
乃
至
天
並
一
に
問
訊
し
て
、
英
勝
敗
を
決
せ
ん

ご
一
五
ひ
し
が
、
遂
に
此
の
催
す
か
り
き
。
（
卓
会
見
）

論
相
承
奥
付
婦
関
係
承

前

高
一
、

佐

秀

温

藤

地

本

論

第

一

章

特
υ

濁

第
一
節
塔
中
別
付
帰

大
事
蒋
迦
牟
尼
偽
は
調
機
入
賞
の
錦
め
に
、
従
洩
至
深

し
τ

J設
法
教
化
す
、
之
に
依
り
て
衆
生
の
昔
情
頓
に
蕩

除
さ
れ
、
皆
悉
く
一
悌
乗
の
機
ご
な
b
ぬ
。
設
に
於
て
か

偽
陀
本
懐
自
証
の
奥
義
奥
底
を
展
開
す
ぺ
き
、
警
鐘
の
党

一
音
は
、
霊
鷲
山
仁
響
け
り
。
此
れ
他
な
ら
今
、
法
華
の
聞

編
也
。
而
も
偽
陀
の
慈
悲
救
済
は
、
唯
に
在
世
の
衆
の
み

仁
非
ず
、
建
〈
滅
後
未
来
際
ま
で
の
、
重
病
な
る
一
切
衆

生
を
是
を
投
じ
て
逼
〈
救
は
ん
ご
欲
し
堂
々
た
る
曾
無
過

上
の
儀
式
を
整
へ
、
以
っ
て
地
痛
の
本
審
属
を
ば
、
召
集

し
大
法
を
付
蝿
せ
ら
る
。

附
鴎
二
様
ご
な
h
y
、
一
は
塔
中
別
付
婦
、
一
は
塔
外
線

付
嘱
畠
，
業
の
付
嘱
の
儀
相
を
云
は
立
、
法
師
、
賓
搭
仁

事
起
bJ
、
漏
出
書
量
に
事
顕
れ
、
神
力
嘱
累
仁
一
事
寛
る
晶
、

即
も

『
唯
能
於
此
婆
婆
圃
土
庚
設
妙
法
蓮
華
経
偽
欲
以
比
妙
法

華
経
付
蝿
有
在
』
の
文
に
依
り
て
事
起
b
o

『
若
蕗
我
等
於
偽
滅
後
在
此
婆
婆
世
界
勤
加
精
進
護
持
論

諦
書
寓
供
隷
是
経
典
者
嘗
於
此
土
而
康
設
之
亦
爾
時
偽
告

諸
菩
薩
摩
阿
薩
来
止
善
男
子
不
須
設
等
護
持
此
経
乃
至
是
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諸
菩
薩
従
地
出
巳
各
詣
虚
空
七
賓
妙
塔
多
賓
如
来
蒋
迦
牟

尼
悌
所
到
己
向
二
世
骨
骨
』
云
々
。

『
依
諸
経
方
求
好
薬
脚
色
香
美
味
皆
悉
具
足
時
指
節
和
合
典

子
令
服
乃
至
是
好
良
薬
今
留
在
此
』
。

の
文
仁
依
り
て
事
頴
は
る
、
争
る
ぺ
し
。
事
寛
る
ご
は
、

『
爾
時
備
管
上
行
等
苦
薩
大
衆
君
主
宵
於
此
経
宣
示
顕
詑
』

及
び
。

「
爾
時
蒋
迦
牟
陀
傭
従
法
座
超
現
大
神
力
乃
至
付
蝿
設
等

技
等
賞
受
持
議
論
庚
宣
此
法
令
一
切
衆
生
普
得
聞
知
』
、

の
文
仁
依
て
明
瞭
＋
F
b
o

先
、
塔
中
別
件
嘱
を
論
ず
れ
ば
悌
、
五
箇
の
鳳
詔
以
て

末
世
弘
数
の
功
徳
深
大
を
設
さ
給
ヘ
ば
能
蝿
の
備
を
設
に

疑
あ
り
他
方
京
市
の
諸
菩
薩
等
合
掌
し
躍
を
作
し
っ
、
、
『
世

曾
ょ
、
若
し
我
等
を
し
て
、
働
滅
後
仁
於
て
、
北
の
婆
婆

岡
土
仁
在
り
て
、
勤
め
益
々
一
精
進
を
加
へ
、
是
の
経
を
護

持
し
、
護
諦
し
、
供
隷
せ
ん
事
を
聴
し
給
は
立
、
嘗
に
此

の
土
に
於
て
、
康
く
設
さ
奉
る
ぺ
し
』
芝
、
三
請
せ
る
も

「
止
ね
寿
男
子
、
設
等
が
此
の
経
を
護
持
せ
ん
事
を
須
ゐ

ず
、
何
ご
な
れ
ば
、
我
が
婆
婆
世
界
に
は
、
自
ら
六
高
恒

河
沙
の
本
容
麗
有
b
、
我
が
減
後
に
於
て
比
の
経
を
設
く

ぺ
し
』
ご
」
ニ
止
せ
ら
れ
。
十
大
紳
カ
を
現
じ
て
法
界
を
一

体
の
寂
党
土
ご
争
し
、
本
偽
た
る
父
の
法
を
弘
む
ぺ
き
本

子
、
叉
婆
婆
世
界
民
有
縁
深
厚
な
る
、
叉
顕
本
す
る
事
可

龍
争
る
導
師
此
師
じ
し
て
能
く
三
類
の
強
敵
（
一
ュ
有
諸
無

智
人
ー
ー
ー
邪
入
、
二
品
悪
世
中
比
丘
｜
｜
道
円
増
上
慢
、
三

品
成
有
阿
練
若
！

i
僧
上
増
上
慢
）
仁
忍
び
て
、
末
法
弘
通

に
堪
へ
十
方
に
感
現
し

τ別
頭
の
敦
化
を
施
す
ぺ
し
さ
し

本
化
上
行
等
の
菩
薩
を
下
方
空
中
よ
h
y
召
集
乙
、
塔
中
仁

於
て
、
文
仁
非
ず
義
に
非

g
る
、
書
量
文
底
の
秘
沈
、
法

華
一
部
の
意
た
る
、
五
重
支
具
足
の
南
無
妙
法
違
華
経
の

五
宇
七
字
の
良
薬
を
ば
別
付
し
給
ふ
。
神
力
品
に
於
℃
『
悌

上
行
等
の
菩
薩
大
衆
に
告
げ
た
ま
は
ぐ
、
諸
偽
の
神
力
は

是
の
如
〈
、
無
量
無
遁
仁
し
て
、
不
可
思
議
畠
。
若
し
我

れ
是
の
神
力
を
以
っ
て
‘
無
量
無
遁
百
千
高
億
阿
借
抵
の

劫
仁
渉
り
て
、
属
累
の
露
の
故
に
、
此
の
経
の
功
徳
を
読

〈
と
も
、
猶
ほ
壷
す
事
能
は
じ
、
要
を
以
て
、
之
を
言
は
立

如
来
一
切
所
有
之
法

i
i
l（法）
1
1（名）

如
来
一
切
自
在
紳
カ
j
1
1（妙）
1
1（用）
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如
来
一
切
秘
要
之
擁

l
l
l（蓮）
l
l（体）

如
来
一
切
甚
深
之
事

l
l
lハ
華
）
｜
｜
ハ
宗
）

皆
於
此
経
宣
示
顕
設

l
i
l（経）
l
lハ数）

し
給
ふ
。
是
の
故
民
放
等
、
如
来
の
滅
後
民
於
て
、
嘗

に
一
心
に
受
持
乙
講
読
し
て
、
設
の
如
〈
修
行
す
ア
し
』

ざ
、
四
句
結
要
の
付
属
ご
は
是
品
。

四
信
五
品
抄
（
鎌
内
十
六
大
十
九
右
じ
云
〈
『
妙
法
蓮
華

麗
ノ
五
字
ハ
非
ニ
怪
文
一
非
一
一
英
義
一
唯
9

一
部
J

意
耳
』
ご

ハ
図
に
跡
カ
同
聞
に
於
げ
る
四
積
付
婦
の
義
は
今
欄
て
論
ぜ
ず
）

其
の
法
た
る
や
、
所
謂
久
遠
詮
得
の
一
念
三
千
妙
法
嘗

体
蓮
華
の
真
帯
大
法
な
り
而
も
此
の
本
内
肝
心
の
五
字
を

ば
悌
、
猶
、
遺
化
に
付
属
し
給
は
ず
、
謹
化
自
ら
以
錯
〈
、

我
等
は
能
〈
悪
世
の
弘
経
L
堪
へ
ず
始
行
の
人
は
敢

τ、

嘗
る
べ
か
ら
ず
ご
。

本
曾
抄
（
設
十
四
四
十
三
）
じ
云
F

、
『
文
珠
薬
王
等
－
E
不
ν

付
ニ
属
2
3
ハ
之
サ
何
ニ
況
ャ
其
巳
下
手
乎
』
云
砂
、
又
云
〈
『
所

詮
越
化
他
方
J

大
菩
薩
等
－
一
以
3

我
内
詮
J

書
量
品
↓
不
レ
可
ニ

授
輿
4
0

末
法
J

初
ハ
諺
法
J

間
品
シ
テ
悪
機
ナ
P

故
－
一
止
づ
之
，
召
3

地
涌
千
界
ノ
大
菩
薩
↓
書
量
品
J

肝
心

Z
以
討
妙
法
蓮
華
経
孟

字
本
H1T
フ
授
ニ
輿
セ
閤
浮
J

衆
生
一
也
。

此
の
法
は
何
れ
の
時
の
衆
生
の
鋳
め
の
付
属
申
か
り
や
ご

云
は
℃

E
像
末
の
三
時
仁
於
て
は
正
像
二
千
年
過
ぎ
て
後

末
法
を
正
意
ご
す
。
本
門
を
以
て
之
を
論
守
れ
ば
、
一
向
に

末
法
の
初
を
以

τ正
機
ぎ
す
る
事
ふ
・
曾
抄
の
義
の
如

ι。

御
義
下
主
主
に
云
〈
、
『
総
じ
て
は
琉
過
ご
は
未
来
嘗
今

の
錦
め
な

b
。
法
華
経
一
部
は
、
一
往
は
在
世
の
矯
め
な

h
y
o

再
往
は
末
法
嘗
今
の
錦
め
争
、
り
』
ご

世
隼
は
、
書
量
品
を
設
き
今
番
化
盆
の
賓
h

リ
成
更
に
堂

今
儀
を
整
へ
末
法
弘
通
の
大
責
任
を
本
化
の
上
首
上
行
菩

躍
仁
譲
、
り
給
へ
り
。
御
義
下
サ
九
右
に
云
〈
『
此
の
妙
法
蓮

華
経
は
、
蒋
曾
の
妙
法
じ
は
非
ぎ
る
杏
h

リ
。
抵
に
此
品
の
時

上
行
菩
薩
じ
付
属
し
主
ふ
故
守
り
』
ご
。
書
量
品
を
設
か

ず
ん
ば
、
末
代
の
凡
夫
皆
悪
道
仁
墜
せ
ん
、
此
の
毒
量
品

ご
は
妙
法
五
宇
其
の
要
争
b
、
毒
量
品
に
云
〈
『
是
好
良

薬
今
留
在
此
』
等
云
々
。
文
の
心
は
、
上
は
過
去
の
事
を
詑

〈
に
似
た
れ
ざ
も
、
此
の
文
を
以
て
之
を
案
ず
る
に
、
減

後
を
本
さ
錦
す
也
｛
取
要
抄
取
寛
｝
。
院
に
是
の
故
に
ま
を

き
へ

τ、
於
如
来
滅
後
と
設
か
れ
た
り
、
疏
通
の
品
な
る
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が
故
品
。
惣
て
流
通
ご
は
、
求
来
嘗
今
の
錯
畠
（
中
審
）
妙

法
蓮
華
経
の
五
宇
は
、
三
世
諸
悌
共
じ
許
し
て
未
来
滅
後

の
た
め
也
云
久
御
議
下
サ
五
）
此
等
の
姐
文
を
以
て
見
る
じ

明
か
に
末
法
頴
盆
の
法
華
経
仁
し

τ、
其
の
結
要
の
法
体

は
即
是
れ
世
骨
骨
久
本
の
証
得
、
本
中
の
大
本
、
極
中
の
最

極
也
。上

京
市
の
所
越
を
本
門
付
属
三
百
ふ
、
而
も
塔
中
に
於

τ

一
一
経
の
中
別
し
て
肝
心
の
五
宇
を
特
別
に
上
行
等
に
付
属

せ
ら
れ
た
る
故
に
塔
中
別
付
属
さ
云
よ
。
（
未
完
」

・・・・圃．
－・・・＿＿.・

秘

論

ハ
承
前
V

高

義

山

岡

第
＝
章

第
三
項
本
君
。
本
体

本
曾
の
本
体
は
如
何
な
る
者
争
る
か
を
論
ず
る
に
二
種

の
方
面
よ
ら
論
ず
一
を
敷
門
の
本
牢
ご
云
ひ
他
を
観
門
の

本
隼
ご
云
ふ
、
数
門
の
本
隼
と
は
本
掌
の
金
体
是
れ
久
議

本
備
の
体
を
顕
せ
る
者
也
ご

l
l甑
門
の
本
容
さ
は
本
零 哲

mw金
体
是
れ
行
者
色
必
の
賓
体
を
頴
せ
る
者
争
り
ご
す
o

，
司
教
門
の
本
章

是
れ
即
三
大
秘
法
抄
。
報
思
抄
等
に
顕
れ
た
る
本
電

に
乙
て
久
遠
穂
迦
牟
陀
備
を
以
て
某
の
本
体
さ
る
す
故

仁
是
れ
を
致
主
本
曾
ご
も
云
ふ
ぺ
き
欺

報
恩
抄
じ
日
〈
本
内
の
教
主
尺
寧
を
本
牢
ご
事
す
ベ
し

云
々
三
大
秘
法
抄
に
臼
〈
毒
量
ロ
叩
に
所
建
立
者
五
百
塵

動
嘗
初
以
来
此
土
有
縁
深
厚
本
有
無
作
三
身
教
主
韓
曾

是
晶
一
不
寄
書
量
品
の
然
我
質
成
偽
巳
来
の
文
意
も
顕
本

の
備
は
我
等
巳
心
の
蒋
雰
に
し
て
能
額
の
五
百
塵
動
じ

よ
り
て
顕
る
、
泊
所
頴
の
三
身
無
始
の
本
悌
を
一
五
ふ
な
り

設
に
於
て
宗
組
自
ら
書
量
品
じ
顧
は
れ
し
し
所
の
教
主

調
停
曾
を
彫
刻
し
是
れ
を
妙
蓮
山
法
華
寺
（
一
等
四
士
）
正
中

山
本
妙
寺
（
二
電
同
士
）
ご
の
爾
寺
に
安
置
せ
る
と
か
云
ム

ロ
観
問
の
本
一
帯

是
れ
書
量
品
に
額
は
れ
し
本
費
無
作
一
一
一
身
を
以

τ某

の
本
体
ご
争
す
、
線
勘
文
鯵
仁
臼
く
巳
心
ご
心
性
ご
心

体
さ
の
三
は
巳
必
の
本
畳
三
身
如
来
争
り
是
れ
を
経
に

設
い
て
臼
〈
如
是
相
（
鰭
身
如
来
）
如
是
性
（
報
身
如
来
」
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